
 

 

 

 

 

 

RS タイムで「定義を正しく理解する力」を！ 

 下の画像は、８:05～8:15 の RS（リーディングスキル）タイムにおいて、 

教科書に記載された定義文を視写している様子です。 

 「１分間で、できるだけ多くの文字を視写しよう」という目標もあり、生

徒の真剣さが伝わってきます。 

 また、視写後も、定義文に関する発問が１問出題されることも、定義の確実な理解という点で

効果を上げているようです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 朝 10 分間の RS タイムの「落ち着き」や「集中」が、学校の本分である「授業」に対して、

まじめに一生懸命取り組む姿勢を生み出しています。 

５月 28 日付け第 40 号では、全国学力調査分析を踏まえて RS タイムの充実を図っていく方

針を示したところです。今後も、理科、社会、数学を対象とした RS タイムを継続し「わかる」

「できる」、そして学びの楽しさを知る尾中生の育成を目指します。  【文責：校長 工藤雅史】 
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